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謹啓　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

　　敬具

コード

 ＣＬＥＩＡ  ＩＲＭＡ（ＲＩＡ・固相法）

 レニン定量  レニン濃度（ＰＲＣ）

 随時：3.2～36.3 pg/mL

 臥位：2.5～21.4 pg/mL

 立位：3.6～63.7 pg/mL

 早朝15分以上座位にて安静  早朝安静状態で採血｡ヘパリ

 後採血｡十分混和し速やかに  ン血漿不可､速やかに冷却遠

 遠心､血漿分離してください｡  心血漿分離してください。

  （裏面に続く）

  

 2.21～39.49 pg/mL

変更箇所

検査方法

お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

方法等における内容変更の連絡がございました。

2601  レニン濃度（ＰＲＣ）

備考

基準値

名称

この度、外部委託先より下記の項目につきまして、ＲＩＡ試薬製造中止に伴う検査

検査項目名 新 旧

先生方には急なご連絡で大変ご迷惑をお掛け致しますが、何卒ご了承賜りますよう

２０２１年 ３月１３日（土） 受付分まで

＊お問い合わせは当社または担当者までお願いいたします。
〒358-0013 埼玉県入間市上藤沢309-8

TEL 04-2964-2621  FAX 04-2964-6659

URL http://www.e-musashi.co.jp



 ＣＬＥＩＡ  ＲＩＡ・固相法

 随時：35.7～240.0 pg/mL

 臥位：29.9～158.8 pg/mL

 立位：38.9～306.8 pg/mL

 分離して下さい｡

 めします。

 ＣＬＥＩＡ  ＲＩＡ・固相法

 1.0～19.3 μg/day  7.5  μg/day 以下

 所定量をご提出下さい。

 ご提出下さい。

 比：200 以下
注

 （カットオフ値）

 ・アルドステロン  ・アルドステロン

/レニン活性比  ・レニン活性

 ・アルドステロン  ・アルドステロン

ＲＩＡ相当値 　　/レニン活性比

 各測定値と比を同時に

 報告致します。

※

ご注意下さい。

注

ンＣＬＥＩＡ値をＲＩＡ相当値として補正したデータを使用して算出いたします。

間安静後の採血をお勧

トルエン1～2ｍＬを加え、

冷所に蓄尿し、よく混和し
備考

基準値

添加剤無しで２４時間蓄

尿し、尿量測定後、速や

かに必要量を凍結して

検査方法

測定値に差が出ますか

ら 、 早 朝 空 腹 時 30 分

安静後採血。血漿は十

検査項目名 新

基準値  4.0～82.1 pg/mL

検査方法

変更箇所 旧

採血時刻、体位によって早朝15分以上座位にて

分混和し速やかに遠心

 アルドステロン〈血清〉
 アルドステロン〈血漿〉

備考

 アルドステロン〈尿〉

アルドステロン/レニン活性比の基準値はＲＩＡ法アルドステロン値を元に設定されており、アルドステロ

アルドステロン/レニン活性比［項目コード：4446］は血漿レニン活性［項目コード：0722］とアルドステロン

〈血漿〉［項目コード：3994］の２項目と同時にご依頼下さい。血漿レニン活性とアルドステロン〈血漿〉の

基準値  設定なし

結果は各項目にてご報告いたします。アルドステロン〈血清〉［項目コード：0726］では算出できませんので

 アルドステロン/レニン活性比
※

報告内容

コード

0726
3994

0727

4446

２０２１年 ３月１３日（土） 受付分まで


